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目的

• 血算測定の現状把握（機種・測定状
況）

• 血算測定における機器間差の把握・
是正

• 人工試料ではなく、生血を用いたデー
タの収集・解析
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況）

• 血算測定における機器間差の把握・
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• 人工試料ではなく、生血を用いたデー
タの収集・解析



アンケート結果
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サンプルデータ（赤血球
数）
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サンプルデータ（ヘモグロビン濃
度）
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サンプルデータ（ヘマトクリット）
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まとめ

• 今回は、サンプルが不良だったため評価はせず
結果のみの報告とした。

• 一部の項目においてはサンプルの問題に加えて、
機種間差及び機器間差も考えられた。

• 来年度以降の血算部門サーベイについては、今
年度の結果を充分検討し、改善対処する。
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2003年度
血液像検査サーベイ報告

【はじめに】
血液像検査は、1枚の末梢血標本から多
数の情報を引き出し、患者の状態や疾患
を推測することが可能な検査である。

今回は前回までと同様白血球分類に加え、
考えられる疾患について考察してもらった。
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方法
・・22種類の未染標本を参加施設の方法で染色し、種類の未染標本を参加施設の方法で染色し、
白血球分類を行う。白血球分類を行う。
（鏡検倍率、カウント数は各施設の自由とす（鏡検倍率、カウント数は各施設の自由とす
る）る）
・分類した結果から考えられる疾患等を考察に・分類した結果から考えられる疾患等を考察に
記載する。記載する。

参加施設数
６８施設６８施設
病院：５９施設・検査センター：８施設病院：５９施設・検査センター：８施設
その他：１施設その他：１施設
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標本Ⅰ細胞分類の考察
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標本Ⅱ細胞分類の考察
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まとめ
・今回、白血球分類の結果より考えられる疾患等を
考察してもらったが、標本Ⅰでは８０％以上の施設か
らCMLと回答が寄せられた。

・標本Ⅱでは、12通り以上の回答が寄せられ、ばらつ
きが見られた。

・今後のサーベイでは、白血球分類に加え、考えられ
る疾患の考察、次に行うべき検査の考察等も必要で
あると思われる。


